
（7） 平成25年9月1日 No.251お知らせ むなかたタウンプレス

唐
津
街
道
物
語

は
じ
ま
り
は
じ
ま
り

　
こ
の
施
設
は
、
面
積
が
約

１
０
０
坪
（
３
３
０
平
方

�
）、
住
民
提
案
の
レ
イ
ア

ウ
ト
で
、
か
ぶ
と
造
り
の
屋

根
や
大
き
な
梁
（
は
り
）
な

ど
、
唐
津
街
道
の
古
民
家
の

素
材
を
で
き
る
限
り
生
か
し

て
建
て
ら
れ
ま
す
。

　
観
光
客
の
滞
在
時
間
を
増

や
し
、
回
遊
性
を
高
め
る
た

め
、
こ
の
事
業
は
、
吉
武
、
　
観
光
拠
点
施
設
の
建
築
の

た
め
、
現
在
、
解
体
工
事
が

実
施
さ
れ
て
い
る
古

民
家
（
旧
芳
村
邸
）。

約
２
０
０
年
前
に
建

築
さ
れ
た
建
物
を
見

る
最
後
の
チ
ャ
ン
ス

と
な
り
ま
し
た
。
唐

津
街
道
の
歴
史
を
学

ぶ
赤
間
小
の
児
童

や
、
関
心
の
あ
る
人

に
日
本
の
匠
（
た
く

み
）
の
技
を
見
て
も

ら
い
た
い
と
思
い
、

■
問
い
合
わ
せ
先

　

赤
間
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
協
議
会

　

☎（
��
）７
０
５
１

来
年
度
の

オ
ー
プ
ン
を

目
指
し
て

７
月
14
日
、「
日
本
昔
話
の

夕
べ
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
約
60
人
の
親
子
が
参
加

し
、
日
本
昔
話
の
映
画
を
鑑

賞
。「
坊
や
～
よ
い
子
だ
、

ね
ん
ね
し
な
♪
」
と
「
ま
ん

が
日
本
昔
ば
な
し
」
の
主
題

歌
が
流
れ
る
と
、
参
加
者
か

ら
「
懐
か
し
い
」
と
声
が
漏

れ
ま
し
た
。
赤
間
祇
園
祭
の

子
ど
も
神
輿
（
み
こ
し
）
を

間
近
で
見
た
後
、
ヘ
ル

メ
ッ
ト
を
か
ぶ
っ
て
解
体

中
の
古
民
家
を
見
学
し
ま

し
た
。
古
民
家
の
大
き
な

梁
に
対
し
て
赤
間
小
３
年

生
の
川
原
凌
（
り
ょ
う
）

く
ん
は
、「
丈
夫
に
造
ら

れ
て
い
て
す
ご
か
っ
た
」

と
感
動
し
た
様
子
で
話
し

解体中の古民家を見学

人
づ
く
り
で

�

ま
ち
づ
く
り
事
業

わ
ん
に
ゃ
ん
譲
渡
会

●
主
催
　
ア
ニ
マ
ル
レ
ス

キ
ュ
ー
む
な
か
た（
Ａ
Ｒ
）

＊
市
後
援

　
宗
像
の
特
産
品
の
販
売
や
飲
食
、
観
光
案
内
、
イ
ベ

ン
ト
な
ど
を
通
じ
て
観
光
客
を
誘
致
す
る
た
め
、
唐
津

街
道
赤
間
宿
の
中
心
部
で
東
部
地
区
観
光
拠
点
施
設
の

工
事
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

大
き
な
梁
に

び
っ
く
り

　南郷地区コミュニティ運営協議会は、
宝くじの助成金を活用し、南郷コミセ
ンのリニューアルオープンに併せ、緞
帳（どんちょう）やカーテン、椅子、テー
ブルなどの備品を購入しました。この
宝くじの助成金は、財団法人自治総合
センターの実施する一般コミュニティ
助成事業によるもので、宝くじの受託
事業収入を財源にして、地域活動の健

全な発展を目的に実施されています。
　購入した備品は、会議や講座、講演会、
祭り、イベントなどの地域活動に役立っ
ています。

■問い合わせ先
　コミュニティ・協働推進課
　☎（36）５３９４

２階ホールに整備された
緞帳（どんちょう）

机や椅子は会議で使用されています

宝くじの助成金で地域活動の発展に！

解体中の古民家と赤間区子ども神輿

て
く
れ
ま
し
た
。

　
長
年
の
経
験
と
優
れ
た
技

能
で
築
か
れ
た
日
本
伝
統
建

築
の
魅
力
と
感
動
、
唐
津
街

道
の
歴
史
や
文
化
を
、
次
世

代
に
届
け
た
い
で
す
。

＊「
日
本
昔
ば
な
し
の
夕
べ
」

の
事
業
は
、
宝
く
じ
の
助

成
金
で
実
施

赤
間
、
赤
間
西
、
南
郷
の
地

域
間
の
連
携
が
重
要
に
な
り

ま
す
。
赤
間
地
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
運
営
協
議
会
で
は
、
こ

の
施
設
を
積
極
的
に
活
用

し
、
唐
津
街
道
赤
間
宿
を
主

な
観
光
拠
点
と
し
て
、
地
域

協
働
の
場
と
す
る
検
討
を
重

ね
て
い
ま
す
。

完成予想図

家
族
交
流バ

ス
ハ
イ
ク

●
主
催
　
地
域
活
動
支
援
セ

ン
タ
ー
ひ
だ
ま
り

赤間地区
コミュニティ文化祭

●
主
催
　
赤
間
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
協
議
会

●
日
時
　
９
月
29
日
（
日
）
午
前
10
時
～
午
後
４
時

●
場
所
　
赤
間
コ
ミ
セ
ン

●
募
集
作
品
　
絵
画
、写
真
、

絵
手
紙
な
ど

＊
１
人
１
点
。
Ａ
３
サ
イ
ズ

ま
で

＊
作
品
を
展
示
す
る
と
き
に

画
び
ょ
う
な
ど
で
穴
が
開

か
な
い
よ
う
に
、
作
品
の

裏
に
一
回
り
大
き
な
画
用

紙
な
ど
を
貼
る

●
応
募
要
件
　
市
に
在
住
、

通
勤
、
通
学
、
通
所
し
て

い
る
障
が
い
の
あ
る
人

●
そ
の
他
　
作
品
は
全
て
返

却
（
返
却
費
用
は
応
募
者

��
月
３
日
～
同
９
日

「
障
が
い
者
週
間
」

美
術
作
品
募
集

の
負
担
。
窓
口
で
の
返
却

も
可
）

＊
作
品
展
示
期
間
や
場
所
は

未
定
。
問
い
合
わ
せ
を

●
募
集
期
間
　
９
月
17
日

（
火
）
～
11
月
15
日
（
金
）

●
提
出
書
類
　
所
定
の
応
募

用
紙

＊
応
募
用
紙
は
福
祉

課
（
北
館
１
階
��
番
窓

口
）
で
入
手
か
、
市
ＨＰ

http
://w

w
w
.city.

m
unakata.lg.jp/

か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可

●
応
募
先
　
福
祉
課

▽
郵
送（
住
所
不
要
）＝
〒
８

１
１
・
３
４
９
２
／
福
祉

課
宛
て

▽
窓
口

＊
窓
口
受
付
は
月
〜
金
曜
日

の
午
前
８
時
��
分
〜
午
後

５
時

■
問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
課
障
害
者
福
祉
係

☎
（
36
）
３
１
３
５

FAX
（
36
）
５
８
５
６

●
日
時
　
９
月
15
日
（
日
）

午
前
11
時
～
午
後
３
時

●
会
場
　
メ
イ
ト
ム
宗
像
・

屋
外
広
場
（
東
側
出
入
口

前
）

●
入
場
料
　
無
料

＊
当
日
は
面
会
の
み
で
、
後

日
自
宅
へ
届
け
ま
す

＊
毎
月
第
２
日
曜
日
に
開
催

■
問
い
合
わ
せ
先

　
Ａ
Ｒ
（
松
井
）

☎
０
８
０
（
４
２
７
６
）

７
９
７
６

●
日
時
　
９
月
16
日
（
月
・

祝
）
午
前
10
時
～
午
後
４

時
30
分

●
集
合
場
所
　
同
セ
ン
タ
ー

（
田
熊
）

●
内
容
　
バ
ス
ハ
イ
ク
（
ト

ヨ
タ
自
動
車
九
州
工
場
、

嘉
穂
劇
場
、
伊
藤
伝
右
衛

門
邸
見
学
）

●
対
象
　
障
が
い
の
あ
る
人

と
そ
の
家
族

●
参
加
料
　
１
５
０
０
円

（
昼
食
、
入
場
料
含
む
）

●
申
込
締
切
日
　
９
月
９
日

（
月
）

■
申
込
先

同
セ
ン
タ
ー
（
山
下
）

　
☎
（
39
）
３
９
５
０

昨年の野外ステージイベントの様子

＊
駐
車
場
は
赤
間
小
学
校

運
動
場

●
内
容

▽
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

▽
出
店

▽
作
品
展
示

▽
健
康
測
定
コ
ー
ナ
ー

▽
子
ど
も
コ
ー
ナ
ー

▽
赤
間
地
区
の
10
年
間
の

取
り
組
み
な
ど
の
紹
介

▽
平
成
26
年
度
に
オ
ー
プ

ン
す
る
観
光
拠
点
施
設

の
紹
介

＊
本
事
業
は
、
宝
く
じ
の

助
成
金
で
実
施
し
ま
す

■
問
い
合
わ
せ
先

赤
間
地
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
運
営
協
議
会

☎
（
39
）
７
０
５
１

★


